
 
 
 
 













　深大寺・佐須地域では、
用水路沿いに田んぼが営ま
れている場所もあり、武蔵
野地区では減少している貴
重な水田風景が望めます。
　特に、国分寺崖線の緑を
背景に、歩く人々の心をい
やしてくれる里山の光景は、
この地域の見どころの一つ
でもあります。

田 ん ぼ



畑

　深大寺・佐須地域の南部には、

地域を流れる用水路沿いに畑が

まとまって残ってます。

　このことにより、開放感のある

風景が残っています。野菜が整然

と並ぶ姿も、素晴らしい景観のー

要素となっています。



用 水 路

　国分寺崖線の湧水はやがて用

水路となり、地域の農業を支え

るとともに、動植物が集う場所

でもあります。

　しかし、近年、流量の減少が

懸念されています。



湧 水

国分寺崖線からしみだす湧水

は、地域を流れる用水路の水

源となっています。昔に比べ、

湧出量が減少しています。

　上の写真の湧水は、野草園

入り口付近にあるもので、比

較的近年に湧出したものです。



都立農業高校神代農場

　都立農業高校神代農場は国分寺崖線から入り込
んだ谷戸地形の最奥部にあり、谷戸頭の形状とな
っています。この神代農場内は、湧水を利用した水
路や池が点在する環境となっています。また、斜面
は竹林を含む樹林地となっており、住宅地の中にあ
るにもかかわらず、水と緑の豊富な谷戸の景観を保
っています。
　神代農場は、人による管理が施された谷戸環境を
維持し、また豊かな生態系を有しているので、たく
さんの生きものの生息も確認されてます。　



深大寺自然広場

　深大寺自然広場は深大寺
・佐須地域の北部に位置し、
大半が都市計画公園の計画
区域内にあり、良好な自然
緑地環境が維持されていま
す。深大寺自然広場には、
散策に適した雑木林のほか、
野草園やカニ山キャンプ場
があり、市民の憩いの場と
なってます。



野 草 園

深大寺自然広場に位置する、調布市「野草園」には、
約 300 種類 10 , 0 00 本以上の野草があり、ムラサキなど
の珍しい花も見られます。

開園期間／ 3 月～1 0 月
開園時間／午前 10 時～午後 4 時
休園日／ 3 月～　5 月：月曜日と祝日

 6 月～  1 0 月：月曜日と祝日

第 1・3・5 土曜日と日曜日



カ ニ 山

　深大寺自然広場内に位置
する通称カニ山は、雑木林
環境を残し、市民の憩いの
場所となっています。
　かつては小川がながれ、
そこにサワガニが棲んでい
たことから、カニ山と言わ
れるようになりました。
　この武蔵野の原風景を残
すカニ山では、デイキャン
プができる設備もあります。



活 動

　市内では、さまざまな
環境保全団体が活動し
ていて、深大寺・佐須地
域の雑木林や水田をフィ
ールドにする活動も活発
です。
　また市でも、雑木林の
保全活動等を行う人材の
育成や活動支援を行って
います。



い き も の

　都会に近いながらも、水
と緑に恵まれた深大寺・佐
須地域には、里山に集まる
たくさんの生き物が棲んで
います。雑木林だけでなく、
用水路などにも貴重な生き
物が確認されています。

ヒラタクワガタ（メス）

ナガエミクリ
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深大寺佐須地域の位置

四季折々 の里山風景を見

この、水と緑豊かな景観を維持・保全するため

国分寺崖線からしみだす湧水は，地域を流れる用水路の水源と
なっています。昔に比べ、湧出量が減少しています。

湧水

深大寺・佐須地域は,ハケと呼ばれる国分寺崖線を挟む２つの段丘
（武蔵野段丘，立川段丘）にあります。このハケ下からの湧水が水路
（小川）となって、多摩川の支流である野川に合流しています。
崖線に沿って続く雑木林、南北に形成された谷戸を活用した都立農
業高校神代農場や深大寺自然広場、水路周辺に広がる田畑など、
良好な自然環境及び里山の景観が維持されています。

【地勢】

のの位置
深大寺・佐須地域は,調布市の中北部に位置し、
北東側には調布の観光スポットである、深大寺や都立神代
植物公園が、南側には散策に適した野川があります。

基盤（上総層群・東京層）

武蔵野 II礫層

深大寺・佐須地域立川 I 礫層

立川ローム層

武蔵野II面立川 I面
国分寺崖線

武蔵野・立川ローム層
野
川多

摩
川

甲
州
街
道
▼

京
王
線
▼

府中崖線

多摩川低地

畑
深大寺・佐須地域の南部には、
畑がまとまって残っていて、開放
感のある風景を残しています。



見せる深大寺・佐須地域。

、調布市ではさまざまな取組みを進めています。

深大寺自然広場内に位置する通称カニ山は、かつては小川
がながれ、そこにサワガニが棲んでいたことから、カニ山と
言われるようになったようです。この武蔵野の原風景を残す
カニ山では、デイキャンプができる設備もあります。

カニ山

深大寺・佐須地域では、用水路沿いに田んぼが営まれてい
る場所もあり、武蔵野地区では減少している貴重な水田風
景が臨めます。特に、国分寺崖線の緑を背景に、歩く人々の
心をいやしてくれる里山の光景は、この地域の見どころの一
つでもあります。

田んぼ

国分寺崖線の湧水はやがて用水路となり、
地域の農業を支えるとともに、動植物が集う
場所でもあります。近年、流量の減少が懸念
されています。

用水路

都立農業高校神代農場

深大寺・自然広場に位置する、調布市「野草
園」には、約300種類10,000本以上の野草が
あり、ムラサキなどの珍しい花も見られます。

神代農場には、湧水を利用した水路や池が点在し
ています。また，斜面は竹林を含む樹林地となって
いて、水と緑の豊富な谷戸の景観を保っています。
この神代農場は、人による管理が施された谷戸環
境を維持し、また豊かな生態系を有しています。

野草園



●都市農地の役割を知ろう●

地域の環境資源の保全に向けた取組

深大寺・佐須地域を始め、都市部にある「都市農地」は、私たちにとって憩いの空間
ですが、これは農業に従事される方の努力の賜物でもありますが、私たちもその役
割を知って、将来にわたって維持・保全していきたいものです。
また都市農地は、用水路とともに様々な生き物が集うことで、生物多様性が保全さ
れることや、災害時には防災空間としての機能も期待されています。
一方近年では、都市農地への不法投棄やペットの糞の置き去り、さらに農作物など
の盗難など、営農者の就業意欲が減退しかねない事態も発生しています。
都市農地の役割を知って、私たち市民が一丸となって気持ちいい営農環境を維持
できるよう、努めていきませんか！！

調布市では、都市農地の維持・活用を通じて、深大寺佐須地域の環境資源を保全
するために、以下の取組を進めていきます。
①農業を支援していく取組
現在の里山風景を長く維持していくために、営農者の皆さんと合意のもと、用水路
の流量確保など、営農支援につながる取組を推進していきます。
②長期的な保全に向けた取組
現状維持を前提とした取組を進めながら、将来、地権者が都市農地を手放さねば
ならなくなった場合を想定した、用地取得方針や取得後の維持活用策を検討し、市
民の皆さんと長期的に保全するような手立てを考えていきます

編集／調布市環境部環境政策課
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